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研究成果概要 
本研究では、スーパーカミオカンデ（以下、SK）が観測する大気・太陽ニュートリノ

データを用いて精密なニュートリノ振動研究をおこなうとともに、超新星ニュートリノ

の観測等を通して天体物理学の研究もおこなっている。また、陽子崩壊事象の探索をお

こない、未知なる大統一理論の解明を目指す研究もおこなっている。 
2018年にはタンクの改修工事をおこなった。その後、2018年10月から給水を行い、2019年2

019年1月末にタンクが満水になり、それ以降、純水を用いてSK-Vのデータを取得してきた。

2018年の改修工事後の純水給水では給水期間中でもタンク内の水をくみ上げて循環純化を

おこなったため、SK-Vでは当初から良い透過率で質の良い物理データを取得することがで

きた。 
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図 1．大気ニュートリノ事象の天頂角度分布 



ン/時に上げられるように配管改造をお

こなったが、その際に内水槽、外水槽、

それらの底部、上部をそれぞれ別々に流

量調整ができるようにした。2019年初頭

から12月24日までは以前から使用して

きた純水装置を使用して水を循環させ

てきたが、各所に送る水の流量を調整し

ながらなるべく内水槽内で対流が生じ

ないようにした。対流が起きると光電子

増倍管などから発生するラドンが有効

体積部分に蔓延してしまうため、対流を

抑えて層流にすれば水が有効体積部分

に流れていく前にラドンを崩壊させる

ことができるためである。そのようにし

てSK-Vのデータを取得した結果、SK-IV

に比べて低いレベルまでラドンを下げ

ることができた。図2は太陽ニュートリ

ノ解析プログラムを施した後の事象（ほ

とんどの事象はバックグラウンド）につ

いて、事象発生点の鉛直場所分布を示す。SK-IVではZ=-10mぐらいまでラドンが舞い上がっ

ていたが、SK-Vでは低いレベルまでラドンの影響を下げることができた。これにより低エ

ネルギー太陽ニュートリノ解析のための有効体積を広げることができそうである。 

また、2019 年には過去に取得したデータの解析も精力的に行い、改良した事象再構成

プログラムを用いた SK-IV での大気ニュートリノデータの再解析（文献(1)）、超新星背

景ニュートリノ観測のバックグラウンドとなるニュートリノと酸素原子核との中性カレ

ント反応断面積を大気ニュートリノデータを使って測定（文献(2)）、超新星爆発直前のシ

リコン燃焼から生じるニュートリノを観測する感度の研究（文献(3)）、ブレーザー天体

TXS0506+056 と相関を持ったニュートリノ事象の探索（文献(4)）を論文として発表し

た。 
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図 2．太陽ニュートリノ解析プログラムを施
した後の事象について、事象発生点の鉛直場
所分布 


